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〈実習館の感想〉
明治大学図書館の情報リテラシー教育
一グローバル社会で能力を発揮できる「個」を育成一
明治大学中央図書館事務長
　　伊　能　秀　明
　明治大学図書館は、中央・和泉・生田の3図
書館と4事務室で構成されている。
　中央図書館は、建学120周年記念事業の一環
として新築され、2001年3月16日に開館した。
地上1階地下3階の図書館は、神田駿河台という
地域に開かれ「街」の持つ記憶に融合するよう
にデザインされ、2002年に第18回日本図書館協
会建築賞を受賞した。
　2009年度の開館日数は336日、平日の入館者
は5，000人を超え、総入館者は955，701人を数え
た。2010年7月に、開館以来の延べ入館者が
850万人に達した。2011年1月に900万人に達
し、予測では2012年1月に1，000万人に到達する
見込みである。
　おもな業務は、総合インフォメーション、レ
ファレンス、マルチメディア、雑誌・製本、貸
出・蔵書、選書、マイクロ閲覧、ローライブラ
リー、ギャラリー展示、統計・庶務などがあり、
専任職員8名、業務委託スタッフ等29名、あわ
せて37名が対応している。
　明治大学図書館の特筆すべき活動は、平成19
（2007）年度の文部科学省「特色ある大学教育
支援プログラム」（特色GP）に採択された「『教
育の場』としての図書館の積極的活用一図書館
の持つ教育力を教育に活かす一」である。3年
の委嘱期間は、平成21（2009）年度で終了した
が、2010年度も学部間共通総合講座「図書館活
用法」で、教員と図書館職員とのコラボレーショ
ンにより体系的な図書館情報リテラシー教育が
継続されるとともに、ゼミツアーや各種ガイダ
ンスが活発に実施され、多くの受講者を得るこ
とができた。
　明治大学は、建学の精神「権利自由　独立自
治」の普遍化をめざし、「『個』を強くする大学」
としてさまざまな教育改革を推進してきた。上
記の特色GPの取組みは、グローバルな社会で能
力を発揮できる「個」を多元的な図書館活動を
通じて育成し、本学の教育目標の達成に資する
ものである。詳しくは、明治大学図書館のホー
ムページで、「図書館について→特色GP」の記
事を参照されたい。
［http：〃www．lib．meiji．ac．jp／about／gp／index．html］
　図書館実習の内容は、具体的に組み立てられ、
事前学習、ガイダンス等を経て3キャンパスの
図書館で実務体験する機会を提供される。他大
学の学生とともに実習するケースもあり、実習
志願者には、平素から生活動線の中に図書館を
位置づけて活用してほしい。
　おわりに、下記の10問は、英国の図書館員向
けの職業ガイドブック『Libraτy　Work』に示され
た図書館員としての資質と適性項目である。イ
エスの回答が多いほど、図書館員として適性が
高いとされている（資料提供：坂口雅樹　和泉
図書館事務長）。チェックしてみてほしい。
??????????本に興味があるか。
重たい本を扱えるか。
一人だけで働けるか。
事務的な仕事もできるか。
組織的な行動ができるか。
責任感があるか。
不規則な勤務時間でも働けるか。
毎日の決まりきった仕事に耐えられるか。
人々と会話し、物事を説明するのが好きか。
利用者がイライラしたり、あなたをウンザ
リさせても冷静でいられるか。
一　69一
